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〔目的〕我々 は 自社で 使用す る材料の ス ク リ
ー

ニ ン グ試験 として in　 vitro 小核試験 に 着 目 し、
その 有効性 を検討 して きた 。 観察指標 と して 、
小 核 を有する細胞 の他 に、多核細胞（均等 二 核細
胞 を含む）およ び分裂期細胞を追加 し、数的異常
誘発物 質に つ い て 試験 を実施 した と こ ろ 、興味

あ る知見を得た の で報告す る。
【材 料 と 方 法 〕 既 知 の 数 的 異常 誘発 物 質

（Colcemid【COL 】、　Diethylstilbestro1［DESD に加
え、社内の ス ク リ

ー
ニ ングの 段階（染色体異常試

験）で 倍数体を誘発 し、使用 を rl・止した 自礼検討
物質を用い た 。 検討試験で は 、チ ャ イニ

ー
ズ ・

ハ ム ス ター肺 ［tl来線維芽細胞株 CHMU を使用
し、加 眈 1o 小 核試験を実施 した。また 、小 核試
験の 結果 と比較す るた め、同 じ細胞 を用 い た染
色体異常試験 も合せ て 行 っ た 。

【結果お よび考察〕COL 、　DES お よび 自社検討

物質の 一部 で は、小核 を有す る細胞 の 増加 と共
に 多核細 胞お よ び分裂期 細胞 も有意 に増 加 し
た。出現 した多核細胞 中の 均等二 核細胞 の 割合
は低か っ た（最大で約 30％）。

一
方、その 他 の 自

社検討物質で は 、多核細胞の 有意な増加は認 め

られ たが、小 核を有す る細胞お よび 分裂期細胞
の 増加は認め られ なか っ た。こ れ ら物質 の 特徴
と して 、多核細胞 中の 均等 二核細胞の 割合が 顕
著 に高か っ た（約 80％）。今回観察指標 と した細
胞 におけ る物 質群間の 出現パ ター

ン の 相違 は、
数的異常誘発機序 の 違い を反映 した も の と考え

られ る 。特 に 、均等 二 核 細胞 を高頻度に 誘発 し

た 物質群 は、紡錘体形成 阻害剤 と して 知 られる

COL をは じめ と した物質群 と は明らか に 出現パ

ターン が異な り、サ イ トカ ラ シ ン B 様の 異常細
胞 出現パ ター

ン を示す こ とか ら、細胞質分裂阻
害剤で ある こ とが示 唆され た 。
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　最近 、魚類 を用い る小核試験が水環 境の 汚染
モ ニ タ リン グな どの 目的で 行われ る よ うに な っ

て きたが、基礎的な研究は k分 で はない 。そ こ

で 、基礎デー
タ を得 る 目的で 、中性子線 お よび

X 線照射 に よるメ ダカ の エ ラ細胞お よび赤血球

にお ける小核 の 出現様相 を比較検討 し た。

【方法】 ヒ メダカ 当年魚を出力 IW の 近畿大原

子炉 の 炉 心 にお い て 原子炉放射線 （速 中性 子 と

ガ ン マ 線の 混合放射線）に 1、2、4h 暴露 した。

線量率は速 中性子 、ガ ン マ 線 と もに 0．2Gy ！min

で あっ た。X 線は線量 率 0．5Gylmin で 1、2、4
Gy 照射 し た。照射後、12 時間間隔で 、各時点
5 個体を用い 、エ ラお よび赤血球 を採取 し た。
エ ラ は PBS 中で 破砕 し て空気乾燥標木 に し、赤
血 球は塗末標本に し た。い ずれ の 標本 もア ク リ

ジ ン オ レ ン ジで 蛍光染色 し、小核 を検出 した。
【結果】エ ラ細胞 にお ける小核頻度は 中性 子線、

X 線共 に 、照射後 12 時 間で わずか に増加 し、
24 時問で ピー

クを 示 し、以後徐 々 に減少 した。
24 時間 の ピー

ク時 の 頻度か ら、小核は線量 に対

応 して 出現 し て い る こ とが示 され た。中性子線
の 1

、
2 、4h 照射は X 線の 1、2、4Gy 照射の

それ ぞれ と ほ ぼ等 しい 頻度で 小核を誘発 し、速

中性子 の X 線に対する生 物学的効果比 （RBE ）
は 4 と推定 され た。

一
方、未成熟赤血球に つ い

て は
一

般に lflL中密度が低 く、小核頻度の 正 確な

算定 に支障があ っ た。従 っ て 、メ ダカ の 小核試

験で は末梢lf［Lよ りもエ ラ細胞の 方 が調査対象 と

し て適 して い る と思 われ る。
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